
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《学校教育目標》 

「育成を目指す資質能力」 

○やり通す「粘り強さ」 

 ○協力する「協働する力」 

 ○前進する「創造する力」 

啓北中四本柱 

・挨拶励行 ・環境美化 

・私語撲滅 ・時間厳守 

苫小牧市立啓北中学校 学校通信 令和７年５月３０日発行 

 人とのかかわりを大切にした「体育大会」  
 

天気にも恵まれ、さわやかな風が吹く中、令和 7年度体育大会を開催することができました。 

今年は、4年ぶりに本校グラウンドでの開催となり、この啓北町に生徒たちの元気な声を響き渡ら

せることができました。 

さて、今年度のプログラムはすべて団体戦で構成しました。様々な行事が縮小・精選されて行く中

において、昨年度よりも競技数を増やし、より多くの生徒が参加できるよう工夫をしました。そして

何よりも、本校が大切にしている「人とのかかわり」を重視しました。全員リレーでは、全員が一つ

のバトンをつないで最後まで全力で走り、応援する姿を見ることができ、綱取りでは、スピード＆パ

ワーに「戦略」が加わった見ごたえたっぷりの攻防を見ることができました。（転んだ拍子に、ジャ

ージに穴をあけてしまった生徒もいたかもしれません・・・申し訳ありません。）長縄跳びでは、大

きなかけ声にあわせて、呼吸を合わせながら連続で跳び続けていく姿、何度引っかかっても、チャレ

ンジし続ける姿を見ることができました。 

スピード感ある圧倒的なパフォーマンス、粘り強く取り組む姿勢、リーダーシップを発揮している

姿、友達を称賛する姿、場の雰囲気を盛り上げる姿、結果が出なくて悔しがる姿、そして、団結し、

笑い合う姿・・・そんな様々な生徒の姿を見ることができたことが幸せでなりません。生徒たちに感

謝です。 

また、生徒全員が、体育大会を通して楽しかった、うれしかった、あるいは悔しかった、と思える

瞬間があったのではないかと思っています。 
 

集団の中で個が育ち、成長した個が集団を高めます。多様な良さをもつ啓北中の生徒たちが、個の

良さを磨き、啓北中を一層素晴らしい集団へと成長させてくれると信じています。 
 

最後に、保護者の皆様に一言申し上げます。本大会を開催するにあたり、何度も路上駐車禁止のお

願いをしてきました。皆様のご協力のおかげで、地域から苦情の電話がくることもなく円滑に実施す

ることができました。また、最後にグラウンドを見て回ったのですが、保護者席にゴミなどが一つも

落ちていませんでした。こんな素敵な保護者の皆様に囲まれて教育活動を進めることができること

に喜びを感じますとともに、心から感謝申し上げます。本当にありがとうございました。保護者の皆

様とのかかわりの中で、我々教職員も成長できます。今後も本校教育活動にご理解とご協力をいただ

きますようお願いいたします。 

 

 

 

 
 

 

苫小牧市立啓北中学校長 遠 藤 佳 伸 

 

 
 

 

啓北中「６つの行動指針」 すべての教育活動を この考えのもと推進していきます。 

01 学ぼう  （子どもも教師も学ぼう）  

02 育てよう （未来を生き抜く子どもに必要な資質・能力を育てよう） 

03 楽しもう （子どもも教師も楽しもう）  

04 聞こう  （意見や悩み事など、子どもの声に耳を傾けよう） 

05 寄り添おう（相手の立場になって考えよう）  

06 つなごう （子ども同士をつなぐとともに、地域に、社会につなげよう） 


